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⑫編集委員の座談会のなかから

　夢人闘・生活・教育遜i8号の「濃蔽記念特集劉

は編集に携わった教鯵たちの褻談会になっている。

編集会議の内輪謡が語られてお1ラ，これはこれで

興味深い内容であるが，悪漢の生活綴方の特徴を

表現するいくつかの発言を紹会する．

　最擁に，事務轟握婁の春曇発議が，秘行に至る

経過を違べている。中津撰毒の護小学校の蓼おか

あちゃんのしわのばし蓋という学校文集が発繕さ

れて，79隼の終わ鞍覆に地織全体の文集をという

草主文牝からの申し畠が民教醗にあ辱，この時代

を生きぬいた子どもたちの醇饒樵を全浅に寒って

もらおう，教緬たち自身もこれまでの生活綴方の

仕事をつかみなおしてみよう，というような麟海

きの姿勢で穣討を姥め，およそ5巻構域ぐらい鐙

おおまかな方梅を全癒委員会で考え，総年4鴛に

は編集委賛会を設置し，各地綾での選定作業をふ

まえながら，全体会議欝蟹，各巻での検討会が3

懸から6臨もたれたとのことである。

　騰叛するということでは，当然作者の承諾が必

要で，高校では是葬載せたいと患った偉品が承諾

を得られなかったこと，狸藻だけでなく少しでい

いから解説をいれたらもっと作贔が光ってくるの

ではないかと思ったという桑懸靖之の発言。舞品

が一つ最補で鑽ると，作者の落後のイ乍晶もいくつ

か畿されて，作品だけで子どもを見るのではなく，

また子どもをお互いに見合えるような聡係の申で

舞品が生まれてくることを改めて感じ取ったとい

う深谷敢広の発露がある。

　次に．編集上の苦労議にうつる。選定の基準は

鱒なのかということが中心である。吉馨義之は

「自1蟹こ書けている3ことをあげている。丹羽徳子

は，馨品が一人歩きするわけだから，ギ子どもがそ

のとき精一杯生きたという姿が髭えること」をあ

げている。依露秘子は「素縫に子どもらしい内露

が繊ていること」，小木螢正夫は，作贔が学級の中

で果たした役繋を考えた，と言っている。ここで

興味深いのは，教麟から「すきな作贔涯と「立諏

な｛乍品」という表現で，綴写方にほれ込む重要｛窪

を語っている点である。小木瞥のモットーは「が

んば弩綴方葺で，けなげに生きている姿にほれこ

んでしまう，と違べている。一方，青雲のぶ子は，

轟学年だと自分も「簸みなプ罫らけな毒ずに生きるカ§

んば弩綴方匪が軽きだけど，抵学年撞任の立場で

いうと，妻痘でかわいらし矯，子どもの晦たかさ

が繊ているのがいいなあ，と患うと運べる。

　すでにブロックの一次選定をとおってきた修晶

なので，落とすのに嬉しい作愚が多かったとか，

巻鷲のテーマのどちら4）叡録するかで簸んだもの

もあるとか，さらに，あそびの偉品が少ないとい

う話もあるが，依灘が，一，＝、i二薙では感性にあふ

れた｛乍暴があるのに，三，鰻年のが少ないことに

臠して，一番生活を持っているはずのこの時鱗に，

生活を素蕩暑こおうかさせることがな疑；からではな

いか，だから五，六年に「やらねばならん綴方」

になってしまうと語っている。青禽も，紙学隼の

感性に鋭い部分と高学隼で縫会的な矛震や量の中

の重みを感じとって生きていく，その中難の藩分

で，子どもが欝分臨身の§でまわ辱のものを矯琴，

学ぶというところがうすれている気がすると応じ

ている。しばらく，座談会は三1三，籔年生の作贔の

少なさが中心の議題で進行しているが，講会の石

瞬は，この時難はあそびが中心だという思いこみ

や，せっかちな詣導でよい作贔が臨ていないとい

う開題ではなく，まわ辱を納得させるだけの書き
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込みが足1ラないからではないか，「あそび」が患

いつき1うできない蒔代になって，大人がレジャー

はいいけど，子どもには遊んでいては轟校へ行け

ないなどという誘い方で苦しめてきたからではな

いか，「真舞に遊ぶというまではやつぱ華）遺憾とい

う麟題が，真飼に遊んだ綴方にはなってこんわけ

だ」とまとめている。1）

　鐵版後み話題になって，丹羽か悪擦の生漉綴方

は活字になるのがなんかそぐわない，ガリがタと

ガリ蔽でやったのが生活綴方だというイメージが

あって，よそ背きを着てしまったという葎象がは

じめはあったと違べているのも，率直な感想であ

ろう。縫方で，作品が載った子どもに轟校の先生

が「おまえっていい子やなあ」とすごく褒めてく

れて，うれしいい患いをした教え子の語もあ辱，

許どもの蔑からもすごく礼を喬われた議も畿され

た。このあと，子どもの駿慈ということでただ読

ませるというだけでなく，実鰹に学綴で文集を活

請した具体樋が，かな1）ながく交流されていく。

　そのあと実礫の指導者から，焦熱が生まれる選

程についての議題が撮て，最後に一’番にいたいこ

とはということでそれぞれが語って座談会が霧じ

られている。講会は，「子どもの｛乍晶は入講宣毒1だ」

と謡い，それぞれの鐵露饗が「実感と事実にもと

ずいた事実の重さ，共感は侮ものにもまさるま，

「心をひらいていきることのねうち」，「いっしょに

生きる集隣があったこと」，「わか玲あえる集灘，

なカ・まの大事1さ」，野人聡らしく鑑きるということ

が未来を切1季聞くカとして育ってきた」などと発

議している。＜ここでの灘矯は，筆者による要点

を示すことがほとんどで，揺彊内も原文のママで

ないことをお藪セ）する＞

　座談会の掲載された次の蓼人灘・生活・教育墨

露骨では，夏季藩究集会で基調籔皆にたった春麩

聾が，蓼能瀬綴方悪擦の子圭の反響ということで，

次のような事擁を紹介している。

　ひとつは，これまで学校で生活綴方が公然と取

り緩まれなかった地盤で，保育，小中学校の家庭

の半数以上にこの本が広が喜），教麟がそれに励ま

2麟5年i2鑓

されて醗究会の校内でもったということ。一1つに

は，大阪で事業を興している恵郷の撫身者が，作

品に争どもの懸命に生きる姿を講みとって感動し

た手紙をミニコミ新擁に投書していることであ

る。21この文集の地域における普及には，濃淡が

あったものの，綴方実践を促進する役麟を持った

ことはいうまでもない。また，全覆的にも，思郷

が生活綴方教育の…・大鎚点であることを，麟象づ

けるものとなった。ただここでふれるのは適燐と

は患わないが，鷹活綴方教育の方法i論の違いから，

その「評懸」は，表には現れないものの，いろい

ろだった。

＜80年代の実践課題の提起＞

鰯による課題鍵案

　蕩稿で石綴の第2鰻告とした郵悪擦の教斉と生

活綴方一遺ぎたこと，いまのこと・あれこれ」

（ゼ入瞬・生活・教育選i7号所載〉は，資料集にも

叡録されているので，ある愚昧でこの縫鱗の，もっ

ともまとまった生活綴方実践を方海づ鯵ようとし

た講演であ1），開題状溌もよく艶握できる。生活

綴方についてこれほどまとまったものは，以後に

はない（量販された資料として，という意味で1。

しかも，表題誘導評すように石懇嚢身の歩みも議ら

れておむ，i蟻集，5i年の2カ年の学級rあ諺の子」

の安江満壽子が詳しく紹介されお善，後に「教え

予ゴ水入の登場の伏線にもなっている。なぜ，彼

の若いころの実践が鐵されたのかにはそれな吟の

意味がこめられているが，ここでは麟愛する。こ

σ）講演の後半部分の「雛奪代と生活綴方教育の必

要性」と新生漂綴方教育実践のための二つの縫警達

の中心蔀分を紹介しておく、全体糞鱗こ，葬常にわ

か鯵やすい言葉で語られてはいるが，それを実践

達することは容易ではない，という印象である。

　「必要性藩を語るところでは，まさにヂ患部の

生活綴方」の特質を簡明にまとめている。生活綴

方の灘難さにはあま13ふれられていないが，その

款溌をふまえて，買主主義が深部から貫徹される

必要性を運べ，子どものなかに疑主主義を貫徹さ

せることとは，これまで「わかる学習」と言って
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きた，「察らのからだを通して犠をつかみ，自らの

頭で考え，自らの意志で動くこととして．昆主主

義を基本鶴に具体化することが土台にな葦）ますが，

それを欄入がおこなうだけでなく，みんなのから

だで麹をつかみ，みんなの蟹で考え，みんなの意

∫憲で動くというように集掻イヒすることカ§なけれ謬f

騒人としても本鑛に貫徹することにはな1）ませ

ん」3きと，揮さえている。

　次に，生活綴方の特性は「生活実感として控え

られている海燕の真実を客観秘すること斐と定義

し，「子どもが生活を通して嚢1分のからだでつかん

だことの実態が生活実感であ琴，生活綴方は，そ

の実態を購成している生活としての事実を客観的

に再生する仕事匪とも違べる。

　そのさい，「再生盤とは，写真みょうにではなく，

霞らの意識を還しての霧生であることから，「欝生

の作業によってよ弩意識化されるという，相互の

作矯をともなうものだ」とも運べている。しかも，

この｛乍業導ま重藍本孟綴方と秘玉う文章表現と秘・う響響憂鬱な

彫をと鞍，文字露語を蝶介にしているわけだから，

「書くことによって考え，考えることによって書く

という櫨互1｛乍霧涯なのである。

　この部分の要点は，おそらく次の籔所であろ

う一…すなわち「生活と鷺識の結合といわれる場

合のわかることみ特性は，「1｝えられるすべての知

識を，露らの意識のなかでっく軽かえることが必

要涯といわれる，自らの意識にかかっていますが

それは知識を蔦科辞黄酌にではなく，真に生きる

力とするための必須の条件でもあるのです。そし

て，この霞ら」）意識を作辱強めることが，生活綴

方の方法がもっている特性の申に，巧みに含まれ

ているのだと患うのです。それは，生活実感を客

観乾する作業のなかで鞠らかになる生活認識がつ

く琴だす欝らの生活意識がそれなのだと考えるの

です。生活に鰻ざしたこの議意識こそ，真に鷺識

を霞らのものにつく静かえ，鴛をカとする主体麟

な内容だと思います。野）

　董f懸が，民主主義を力説するのは，攻勢をかけ

られている地域の献溌が，民主主義をふみにじら

れているという怒辱にも骸た心構があることもさ

ることながら，許どもたちの本裏の意味での学ぶ

ノ」，生きるカをつけるという教育本来の営みは，

そういう買主一壷義のカに飽ならない，ということ

を強講ずるためのものである。子どもの一人ひと

1）が「糞立」するということも，このように自分

で感じ，嚢分で考えることが基礎にあるのであ弩，

葬生活綴方はまさに，その共通麹基礎の響盤を育て

ることにこそ最も大きな役麟を果たす3とも，遽

べている。き1なお，ここで共通麟基礎といってい

るもう㎜一つは知識，学羅1である帯

　次に，「提言」は二つのことに集約されている。

第一は，生活綴方は，書くという特性を持ち，い

くら（生活綴方の｛乍贔を｝読ませても（子ども自

身が｝r綴る藩という選程を通して，はじめて意味

を持つこと。質の轟いものを轡毒・せるためには，

本嶺に縫釘ちのある生活を鶴むだす，纏討ちのあ

る人聡の実在があって．纏持ちのある綴方作贔と

して適求できること。生活実感としての内露のあ

弩方が重要だとしても，それをどう表すかという

「技芸の獲｛響力§ともなうこと。

　第二は，文集のある学綴づくむの重要性である。

「いま子どもたちが書いたものは，作品としての震

が低塾のかもしれません。だが，いくら蟹1くたっ

て，そこに子どもと教麟との真実があるのだとい

う意瞭で大事にしたい文集，あとから簿痩も議み

かえしてみなければならないような文集，そうし

た文集を持つような教官への撰気がなかったら，

綴方はなかなか実践できない」と，文集の春在の

意味4）大きさを力説する。文集の意義は，石霧の

教官実践，鑑活綴方の標点ともいうべきものだと

いうのが，若い時難の漢践の詳総な紹介で魏に語

られていたわけである。

　この講演の基調は，文集がつくれるように生活

綴方に取弩給んでほしい，　ということに葉叢辱でき

るだろう。学校の内外の状溌の厳しさの申で，子

どもと海かいあうためには，以繭から羅難をむし

ろ糧にして鰐葦）購いてきた経験をふまえれば．石

1銀こは，「書く」あるいは「綴る雄ことに徹するこ

とで，子どもに録する教育の薄能讐ヨを実感できる
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ものと考えた講演内容であった。たしかに，総年

代の全館的な流れは，製難を実感しながら必死に

生活綴方教育の陣簸に踏みとどまっている姿であ

といえるのだが，このζ人聡・生活・教育垂誌か

ら，また毎隼発舞された文集『憲羅の二難から，

そうした姿が無実に読みとれる。

　雛年夏季麟究集会で「あいさつ達（鰺号掲載／を

おこなった石欝は，露肩獄降の「中身のない忙し

さ」にふれたあと，ヂ私たちは八○隼代の課題とし

て子どもたちを真に自立させるという点を重視し

その事へむかって各種各様の努力をさまざま続け

て…対話を大饗にし，それを基講におきながらさ

まざまな虞践としても具体化してきている雌と運

べながら，あえて…つだけいうとすれば，自立の

ゆがみをどう見るのかということで，ダメになっ

ている点で観ているだけで，うまくいきすぎてい

るような靉靆の中にも見な青まれ1まならないことだ

と，指摘する。

　ヂこの鷺もある醗究会でそういった一つの舞がで

ておったのです。それは三年生の子どもがある子

をいじめたが，そのいじめたことがばれてそのい

じめの献溌について闘いただされていく隠に，本

当の事をいうと陀られると思ったのでうまくいい

のがれるわけですが，そのいいのがれの仕方が実

にうまいのです。とてもじゃないが小学校三年生

とは考えられないうまさでやっていくのです。う

まくできすぎるわけです。その場合本当にうまく
　　　　　　　　マ　　マ
できすぎるという格檎でまた自立のゆがみがでて

いるようにも患ったわけです。それは，実は内露

に基礎がないという開題です。うまくやろうが下

手にやろうが実際に内面の葛藤が真に大鷺豹でな

くなってきているということとして調題だと思っ

たのです。本塞の事をいうと陀られるかもしれな

　　　　　　　　　　　　マ　　マいから薩をいうというような婚媾でいいのがれが

。鉦手になった瞬下手になった聾しているわけです

が，本当のことについて人鶏的に葛藤するという

蔀分で葬常に弱さをもってきているという瞬題が

あると思います。」昏ン

　石欝はもう一つ，子どもが臨分を指す「ぼくちゃ

2春9§奪至2弩

ん藩と力玉「欝分は」という言葉の露題を取鞍圭』垂ず

て，r真に自記のない自分というすがたが子どもの

うえにあらわれている」という書籍寿で指摘した

あと，「様々な形態だけみると自立めいてみえるけ

れど実隆には自立とは縁の遠い彫で，自立らしき

形だけが存在しているといったことが子どもの一と

にもたくさんあらわれているように患います。そ

れは内容のない欝立の彫ということになるでしょ

うが，いま一つの擬題はそれが子どもの上にあら

われているだけではなしに，私たちの実践の上に

あらわれている場合がないとはいえないことで

す。一輝…私たちは子どもたちの自立のおかしさを

見ていく申で，自分たちの実践の中における本当

の自窪姓を追求していく必要があると想います。」

と，違べている。71

　子どもの開題はそれとして重要だ1が，自分たち

の実践上にもあらわれているとして，教麟の弱さ

について言及しているのである。これまでも教騨

の弱点に醤及するすることは珍しいことではな

い。しかし，この壊から次第に指撰1される弱点は，

実践の質の総懸というよむも，むしろ基礎麟な実

践一kの弱さであった吟教麟としての「生き方3で

あった。若い屡での生活綴方の継承という点での

露難さが現れはじめているように，見受けられる

のである。

②第3墜生活綴旛究集会表層報告と実践携

　子どもの生活が，罫櫨象｛幻されてきていること

（坂元の捲摘）は，吉村にあっては，野遊びと佳事

と髭塗強涯というi三つの生活の貧しさと鮎圏うことに

なるだろう。この第3難生活綴方麟究集会（叙年

欝月，爵号掲載／での基調鞭告は，子どものダメ

なところばか鞍が§につくと属鋳に，家縫が家庭

でなくなってきて，人聞として育っていく場所に

なっていな恥と指摘する。この三つの生活が一旨

中で「零の子がいっぱいいるユし，子どものダメ

な謡をいくらしてもよくな鞍っこない。こう運べ

て，文集ゼ生活綴方悪擦の子垂の雑品から鴨年代

を振弩返る形で，「後半の作品が弱く感じられる。

購半が骨のあるいい権贔があったのではないかと
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いうふうに感じられたのは，子どもの麟の十年羅

の聡にだんだん生活にと善くむ姿勢，生き方がう

すらぎ弱まっていったという事があむます。教緬

の麗から，謹んでみますとそれな瞬こ一つ一つの

作品は本当にすばらしい感動麟な作品ばか移がの

っています。……それでも，やつぱ鯵体鯛強牝と

比樋をして，教鑛の邉等方が弱ま鞍作i贔主義やら

一一一 ｭ主義というようなふうでカがうすまっていっ

た。その諾果が後半のみなさんが言われる作景観

につながっておるのではないかと患います」と，

指摘している。8／しかしそれは自分にたいする反

省という形で表瞬されている。

　基調報告は，文集に載った葬るみ子とぼく」の

作者安江孝芳という男子の二つの蕪贔の背景が理

解できる披の『生活ノー糧を紹介する影で嬉ま

っているが，当時のこの作者に・代表される子ども

たちが「すべての事務にたいして，ようく鞠を発

ておること。またよく見ているから考えれるとい

うところが今の子妻達とやつば弩違っている。一…

私自身力禽この子たちに鱒き力蝿ナた饒無き毒嫁ナ方とい

うのは，今に競べると数段のちがいがあったと思

えてな弩ません。藩9／

　「そうすると縫題は教鱒の幾題ではないかと思

うのです。今，書けない子どもを書ける子どもに

するためには，完程詰みましたような時代よむも，

侮焙か苦しい努力をしなければ書けるようにはな

らないわけです．教麟欝身が全身全霊を打ち込ん

で，擁としても書かせるぞというような気違が必

要です．教縣の生き方というか，懇懇の開題だと

患うグ）です。」癖

　教鯵の生き方という，いわば糟糠主義が繭懸に

鐵ているような印象も受ける。ただ，石懇も吉村

も，けっして具体的な方法i論を敏きにして，「生き

方」議｝を語っているわけではない。吉村のこの基

調提案の場合は，その見思しにあげられている項

§を抜き墨すと，野ものが見えなくなっているから

こそ見える子どもに」，「作品が生まれるのにはそ

れなむの背景がある」．ド矛疇が深まっているから

書けるはず」，「生活綴方を書かせることは教麟の

生き方の開題」，「書けば子どもは変わるもの藩，

「もっと書く量をふやすことカζだいじだ葺となって

いる。

　吉融は提案の後半で．琵というボスの男子を擁

に懲して，「今馨，子どもに侮としても書かせきら

せてしまう必要があるのではないかとゴ違べて，

その織の綴鞍方を紹介する。彼は，みんなをダメ

な育にひっぱっていくことが多く，教嚢鱗こ嫌みを

いうような存寵でrイやなやつ3という蒙象；が嶽

ぐえなかったが，この子を変えないでは学縁づく

辱ができないと覚悟してと惨くむ率で，素直にな

辱かけた献溌が譲iみとれ。る，というのである。麗

のギ生活が蹴れ．ている」という綴鯵方は，要約し

ていえば，輯ご飯を食べなかった残している自分

のだらしない生活を，ただ表藤麟に書いているだ

けで，「やつぱ董）生活が叢れていると思う。僕はこ

ういう事を自分でも患う。なおしたいと患っても

すぐやってしまう。だからいっぺんにはなおらな

いから瀬番になおしたい」と結んでいる。

　これに鱈して吉櫨ま「葬常にうすっぺらな実践

ですけれども，この子がかわ瞬まじめたなあと患

いはじめてきたこの覆です。一つめあてを持って，

この子をかえようと患ってぶつかっていけばわか

るんだなあという実感を持ったという謡です。一

要するに，この子をかえようと思って取緩むこと

がだいじだと患います。珪諮と逮べる。

　もっと書かせることが重要で，詩を書かせた1），

「生活ノート3でと弩くんだ鯵，ド恵郷の子まとい

う立滋な教科書があるのだからギ子どもがかわる

まで綴らせる」藤という生活綴方の原点に立ち返

ろうというのが，基調報告の結譲である。

　「幼保葺「小学校騒学年」「中学隼」「高学年」

「中学校輩彩高校」「生活ノート」の各分科会の様子

が．それぞれかな鯵露霞な影式で掲載されている。

轟校の分科会がいちばん分量をと弩，また中身も

ヂ充実ましている印象である（高校鉄外もおそらく

書かれればもっと中身がわかるのだが／。低学年分

科会では丹麗徳子提案にそって紹介されてお鯵，

資料に沿って再褒すると，「自分か見える子にするま

には「話したい，ききたい，書きた恥，気持ちの
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たがやし」が。碧海を，どう書かせるかjには，

葬文章を書きこませるだけではなく，気持ちがあら

わせるため」。「書いて，自分を見つめ，まわ瞬こ

ひろげる」には，「書いてよかったという喜び」と

「表現の輿にあるものがっかめる教麟の鋭さと，あ

たたかさ」を倉「みえる，わかる文乾をこころにき

ざみこむ教育をつくる」には．「ほんとうのかしこ

さ，、露分のなかに察譲をひろげる」ことを，実践

のめあてにしている，という内容だということで

ある。具捧的なことはわからないが，低学年の指

導のあ写方についての一般釣な要点が示されてい

る。ただ，「良いものと悪いものとが，背中合わせ

になっている」ので，ゼ文字に表すとよいように見

えるけれど，現実は，そうではな雛」ことがある、

という指書誌もあった。玉欝

　高校分科会は，桑緩が生徒の作品を紹介しなが

ら開題提起をしているが，「つつぱ警焦徒涯との格

購がテーマになっている。ある生徒の長い作詩が，

感嬉麟すぎると幾舞されたり，高校での生活綴方

の実践の到達§標とはなんなのか，懲年代の弩灘

学綴の作品の水準諺方が一ヒではないか，というよ

うな議講がされている。たしかに，底透校でのす

さまじい葛藤や家庭での矛盾を抱えた生徒との場

藤が，蕪藏に患て藷校の教育実践の総体が箆えて

こない弱点萎まある。しかし，つつぱ灘でないと生

きていけないと患いこんでいる生徒にたいして，

心をひらかせ生きるめあてを考えさせようと踏ん

張っている教臨汐）生き方が，伝わってくる議論で

ある⊂、

　このぎ入購・生活・教育垂ig弩には，戻教藩

「夜学ゴ第…一夜硲二つのi鍬密が掲載されている。

つは，障害児の生活の家指導員の重い内容の報答

と，　もう一一つ，明智事キ瞳掌校の漂1耕造の「子どもの

嚢立は教護霧と親の霞立難という，少し長めの幸経舞

である。原の鞍告は，生活綴方実践の難題提起と

照応する内容があり，その点を中心にすこしふれ

ておきたい。その要点は二つ，一つは，地域を象

籔する近くにそびえ立つ「悪擦劇という灘への

登裟1行事を中心にした取弩纏みと悪擦1麟こかかわ

2ξ）（｝5｛響i2馨

る総合学覆としての「わたしの教育課程まづく1ヲ

と，もう一つは，その登霞体験を詩で表現する生

徒と教麟の交流の意糠である。

　原は，謡の蔚半部分の許どもの繋溌をとらえる

なかでの，ある一隼女子に注暮して，こう誉って

いる。

　「学綴の申で精一一杯に燃えた軽みんなのために饑

く，そして友だちの悪いところにたいしてはズバッ

と涯意する予，この子は蔚雑学綴委員長をやった子

ですカ｛，学校とくに女子の中では後難姦曲に薯孚き勤治産

らされてしまう。資料の申に，この子の「教えて

ぎさい」という露分の気持ちをぶつけただけの擁

象緯な詩があ弩ます。いまの自分の状懇を欝足し

ているのか，本気になって否定しているのかとい

うことも含めて轟くわからん。その良くわからん

ところまで事実で書ききらないとこの子の持って

いる溝題は解決していかんと患いますが，この子

を箆ていると本当にまじめにやる考だとかまとも

に考えていく者が完全に浮き、しがらされてしまう。

そういう感じが強くするわけです。ぼく露身も，

その予を見ていると自分が痛めつけられているよ

うでつらくなるわけで，衰分の力みなさに駿も

たってきます。……本妻に不露撫なことばかりだ

と思うこの覆です。」強　　その「教えて下さい」

は，題下のような内容である。

教えて下さい

友だちってどんなもののことをいうんですか教えて

ドさい

ないしょ議の雲容を1

私がどんなにそのしぐさだけでも著しみ憾んでいる

かわかって下さい

教えて評さい

どうして女の子ってじめじめしているんですか蓬騰

されている麿．のことも考えてドさい

教えて下さい

なぜ○○ちゃんはちカ｛う懸至の』野とも｛串良くできるん

ですか

私は本寒の友だちがいません

教えてギさい
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なぜ秘露｛ボールを落とすといやみを蓄舞うんです；か

たとえそうじやなくても，藝華分はどうして鱒も誘わ

れないんですか

教えて下さい

どうしてきたないいやなものでも見るような唇1で私

を見るんですか

いやな6）は，あなただけじゃないんです

教えてドさい

さびしいσ）は私だけですか

あなたは，さびしくないんですか

教えて下さい

あなたもさびしい蒋があるんですか

教えて筆さい

誰．かi

わかってください

私はただの女の予

一人でいるさみしさと震灘されないつらさをわかっ

て下さい

私はもっとしゃべ弩たいことを

わかって下さい

私も一年A緩の一人だってことを

わかって下さい

誰かi

私だって死んでしまいたいと患ったことがあるって

ことを

私だって死んでしまいたいと患ったことがあるって

ことを

　原は，これを学綴で取鯵上げて話し合ってみて

も，次の議こはもとのもくあみだと，書いている。

原霧身が，差磯されている者の立場にな吟きって

いないからだと農己撹韓している。そういう状溌

の中で学年として取り緩んだのが，三隼問でr三三

つσ）霞に擬戦すること」であった。それは．恵簾

lliへの登出，透代塗のなかの野麦綜，広島への修

学旅鴛，である。ワン号イクルがおわって，ふた

たび■一年生を遇え悪漢幽に取り績むための学習テ

キストづく吟，つま鯵「わたしの教育課程憾が，

教晦の灘立を意賺するということである。それは，

地形麟の見方，露の文学，地質や生駒，気嫉や気

象，天気麟などの学習はもちろんだが，登由スラ

イドづく弩と登霞記録づく辱（詩集｝が簾わって

お鯵，総合雑な学習内容が季韓成され．いる。

　その詩集づく辱で興味をひいたのは，生経だけ

でなく，教麟も詩をつく鞭，それを子どもに示し

ている、姦である。先生の鋳から，子どもが衰分た

ちとは違う視点で書けるのはなぜか，どうして先

生があのように患うのかわからない，どうして大

人はこういう表現ができるのか，などの感想を醸

してきて，生徒と教纏への親送感が増えてきた，

と原は言い，「教灘も自分の感動や生活の事実を，

争どものそれとぶつけ合い，分かち合うため，教

縣の綴方を饒造的に進めていくことを本気でやら

なあかん。そうでなければ，衰分が変われんし，

子どもの見えんし子どもとともに生きれんのじゃ

あないかと思っています。珪と，叢っている。窃

　原の実践鞍密は，本人嚢身が告白するように，

体調を壊して，教麟が書くべき詩が穫ひとむ未擾

患であった弩，提示される生経の作品も実践の経

過報告であるように．聴塾た人を鼓舞するものと

は必ずしも叢えないが，遊に不十分さがあっても，

匿難毒こ罐鑑みなカ§らひたむきに努力している様子力｛

伝わってくるものである。この「夜学」は，すば

らしい実践に学ぶという趣皆というよむも，いろ

いろな実践を聴きあい，安心したむ，励まし合っ

たりするというためのもので，このあと，機溺誌

鱒号．23号と実践報告が講載されていった。

4　翻縫翻の雛設とこの聴難の活動

　i§80隼ぞ鴛の悪書餐の教育の実餐麦麹な凝望をきむひ

らくことにおいての，重要な勃質的保障とでもい

うべきものが，自欝の「教育会鰍という建勃と，

「教蕎講究霧」の設置であった。欝82年にそれが実

現するが，遅きに失したと思えるほど，客観的な

事態は予簸を許さないところにあったと奮えるか

もしれない。

　「悪郷の教育」の欝集義の顕著な成果の一一つに，

中津繕事の革新事故と教育委員会の喪主紀＝民衆
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的運営があった。行政レベルでいえば，渡避春疋

が教育次長，教育長を歴任し，教育行政への民衆

参簾をめざすとともに毒民ベースの学校運営の綴

織朗撮障としての教育霧民会議が発足したが，講

蒔に．中津鱗構立教育藩究鷲が設置されたことも

特筆すべきことがらであった。岡藩究轡は，串津

燐市立南小学校の…鶏を活耀した，ささやかな競

摸でしがなかったが，専任の藪員…名，書記・事

務員の議玉名おいたもので，なによむも石墾所員

を中心に精力的な活嚢を農翻した。しかし，この

欝究琢も市政の保守乾によって次第に活動の自漢

を涯邉され，石羅が所員としてつとめ続けること

が灘難な状溌になっていった。

　これとは琴彗に．嚢務評定反講縫争獄縫，地域に

存登簸値をうちたてた教職員綴合憲郷支離は．

鱒6i隼に繕合事務翫を購入してド患部教育会館墜

として秘篤してきたが，木造の嬢支所を払い下げ

られたもので老朽化が著しかった。

　そこで欝欝年猛鍔に，あらたに鉄骨烹墜建て働

平方メート膨の会館を穀棄した。ここに，82年蓬

月，教職員綾合，畏教羅などを設置者とする「悪

環教育観究所3が置かれることとなった。得代湧

長には．定隼藩に退職した石欝灘男が就任した．

麟会館には，藩究所や績合の事務所だけでなく，

保聞落，民主教育を育てる会などの民雛羅体も

瞬聾し，悪漢地域の労簿運動・斎甕運動の縫点

となった。

　瞬隼§鷲には，一遇賜かけて「地域に撰ざした

教育の鶴造一恵郷教育の精禅と縁続を継承するた

めに」を主題とする翻設記念行事かおこなわれ，

その状溌が『大鷺・生活・教育垂の盛暑で特集さ

れた。草木染め展，先輩教鰍こ学ぶ集い，父母と

教縣の共麟シンポジウム，記録醗露を見る会，全

国教麟の集い，地織と教畜シンポジウム，記念講

演会などにのべ27奪§名が参撫したと記録されてい

る。その後，さまざまな講塵，学習会，展示会・

展覧会も畷難されたが，なかでも醗究所が中心と

なって雛年以降毎年灘縷された「教育実践資料展3

は重要な行事となった。

　このなかで，涯目すべき一つは，開設記念の蕎

2磐馨§年玉2月

事に先輩教緬たちが招待され，その場が，あたか

も置大な野疑窓会3のような，親密な雰謹気でお

こなわれたことである。この会館は，教職員i離合

が主体となってできたものであることは瞬奏であ

るが，纏．合と嬉宣する立場の元校長などの「大鞠」

は，退職してもふつうは緩金色のある綴織や行事

には顔を思すことはない．しかし，憲瓢では，こ

うした「大麹」たちがこぞって参撫し，祝賀ムー

ドで昔を懐かしむ行事になったのである．これは，

いかにも恵郵的であ琴，「地域に根ざす教欝と文｛緯

の伝統を示すものと震える。さらに，これを契機

に，退職1蕎たちの交流雑誌ゼ悪郵難癖垂も，悪行

されて，5号まで継続した。逓溌輯告や思い鐵議

が中心だが，載羨にまでさかのぼって，当鋳の学

校の様子や，新恵郷の教欝入腕の発擢ともいうべ

き貴重なエピソードなどが掲載されている。

　恵郷教育藩究所は，徹底雛に地械的なものであ

る。そしてそれは，嚢本教職員緩合という全醤綴

織が運営していたド羅浸教育羅究所課が，運動む

内部対立によって次第に運営、熱の議難が生じ，つ

いに長年にわたって難澄してきた所員が退職して

いく中で，次第に機能不全に簸っていくと，よ陰

鬱実に地域の概究瞬の必要｛生が感じられる状溌で

あった。しかし，悪擦が全聚的視響か欠落してい

たわけではなく，むしろその必要性をいち早く具

体的1こ提起していたことは，記録しておくべきで

ある。i｛㌶6隼に，悪擦が呼びかけた地域の教育実

践を交流しあう機会の設定も，その後毎年毒発約

に各地域が主催しなから継承されていったが，こ

れもまた全露的な教育運動の分裂状態の申での，

新しいイニシアチブの発揮であった。恵郵の地蟻

的な繋ぎは決して「地域主義」ではないのである。

＜教薄醗究翫の概要＞

　教育講究所を持ちたいというのは，実践家たち

の「夢」である。醸：究獄捧は，地球釣なものや全

懸欝摸の大きなものがあっても．実践を系統的に

蓄積し，かつ麟究離に分新しそれを遅講化すると

いうことは，難しい。建鞠と人がいて，経常的な

維持活動をともなうものとしては，醗究所績織を
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おいて飽にはない。かつて，戦後聡もない時矯に

「恵郷舞1教育麟究所涯韓§鰺／が存在したが，継続

麟な活動には至らず，財政難の中でまもなく溝誠

を余儀なくされた（というよ強聴擦綴喜ラ方の会」

の結成などの下からの大きな動きがっくられてい

ったことを特筆すべきである／。

　蔚にも記したように，欝7（）奪代に，中津鱗毒rに

癒尾彦朗が市長となった欝競に，教育委員会もお

おいに活性乾し，市立教育麟究翫が条舗設羅され

たことがあった。この講究所は，めざましい活動

をおこない，とくに癖員看懸報勇が中心となった

墜鉾習調査や新治』らだと難三の空曇習藩テキストづく辱

は，全馨的に蟻られた。＜なお，擦橿野地竣にね

ざす教育行政の展雛（一1二／一中津鱗毒教育委嚢会

にそくして・33教育学翻講集（教育・心理藻響／

萄号i鰯参難＞

　しかし，その後の「教育をとりまく状溌の変遷

の申で，挫新させられた1），活動の変質を強いら

れた毒してきました。子どもやその生活を無視す

る，誹霞偏重σ）講麟体鵜教育の強要の中で，どん

な不当なカにもめげない，白蜜，自主，幾主の立

場の貫ける一この地の大鷺教育の伝統を受け継ぎ，

八○年代の課題に応えうる擬究翫をという類いが

大きい声になって」，総年i月の民教鱗冬季集会で

設灘の呼びかけがなされ，教育会館移転をきっか

けに具体乾が進んだのである。簸

　恵蔀教官講究所は，「生活に根ざし鑑活を変革す

る教育の窮追と確姦をめざし，教育現場の実践と

運動を基盤とした教畜観究断の特性酌な添勧を翻

るゴことを「基本」とし，「設置趨走」では「所は，

平秘と真実をつらめき，真理と蕉義に基いた幾素

縫教育を，地域に確立するためσ）諸難題を礒究，

調査すると共に，そのために必要な事業をおこな

う」とした。その事業としては，麟究・学習・交

流・轟販・資料室があげられている。82年度の藩

究活動は「子どもの非行とその克綴の途を探る一

人霧の発達と醇立を追求する立場から一」と「か

らだと心の亀機を莞験する途を探る一中津購・恵

郷地域での調査を遽して一」となっている．学習

には，種々の講座嬲殺のほか，実践資料の展示，

文乾活動（書や絵蚕・写真など芸術作品展示や草

木染めの講習など）もふくまれる。交流というジ

ャンルには，地域内の飽鑓体，麟内の各地域との

交流はもちろん，オーーストラ琴ア・臓シア・龍歎

などの舛轡の教員たちとの交流蕪行も企薩，実行

された。調査藩究としては，「からだとこころ」を

テーマにした調査に嬉ま琴，「がまん意識涯（欝85），

「安心・不安」（墨鰭§／，「やさしさ・つよさ雄（墨§88／，

ギ昆主主義珪「登校振否藩意識講査（鐙89）など．

ユニークで意義深いものがある。

※　ユニークというのは，テーマの設定や発想に

おいて特にそういえる。ド安心・不安」講査につ

いて，きっかけは子どもの境栽を議し合う中で

「はみださず，おとなしく素灘二だか，しかし，は

　吟切ることはない，まるで難蔑麹な子どもの様子」

が話題にな毒，予騰調査だけで義ヶ月かげ，設麹

の修正も簿嚢もおこなったという。「それは…一

子どもたちを馨頼できる存雀として昆得る桜鍵

を調1査《ノ）中毒｝ら撰みたいという藤い力書あるフ撃ら

です。……いまの子どもたちの抱く人霧鎗懸髄観

を基に，それを人生として実境するための冤覆し，

壷びに，生活σ）安心と不安感を操ることによって，

子どもたちの内にひそむ，生きる課題の共選性と

発達的特盤を瞬らかに」するためのものであった。

贈この調査は，学生にも講じ質縄濡紙で筆者も

協力し，小学生から大学生までの織広い隼齢屡の

愚識調査に成功した。麟

　ほほ1毎週の木曜ll毒の夜が，醗究活動嚢（所嚢会

議という／として設定され，所員に任命された十

名σ）現職の教糞が勤務後に参集し，蟻蚕麟で夕食

を作1り食事を弾みながら，雑談にも蕊を咲かせ，

麟修と藩究活動を展麗していった。醗究所には紀

要に類するものはできなかったが，「恵環教育藩究

所通信」というB5サイズで豊頁から聾～2§頁ぐら

いまでの，いわばニューズレターで，場合によっ

てはボ》ユームアップする，ユニークな体裁のも

のが不定甥に発行された（鍛擁は年2麟の媛摸で

はじまむ，燵鷺が騒ざされた時難もあるが，2緯4
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年までの通算号数は鰺2で，隼平均§睡弱となる／。

　教鳶会館は，ヂ教育竣撃涯にたいする運i勤翻のセ

ンターとして警蔽されたが，暴発藪もまた，維合

と結びついていることで，野鰹人釣な低次元の中傷涯

の対象となった。なかでも流姦されたのは，この

醗究漸がパブ撃ックなものではなく，私的なもの

だという言薄であった。

　ヂパブ下ヌックというのは，その名稔に察立がつく

とか講堂がつくということで決まるもσ〉ではあき）ま

せん。どれだけ広く，どれだけ深く，その地織の

人々の心と結びつき．その地球の教育の飯畿とつな

がるのかで決まるものです。教育会館灘設記念週濁

の行事で，今，悪擦教欝積究翫が，まさに真実のパ

ブ》ックの名に値するものであることが，瞬らかに

されようとしてお琴ます。お、翻が，露分たちの必要

とすることをやらせるためにつけるたてまえの公立

がパブリックなのか，地域の教緬，子ども．窺が必

要とするものがパブ掛ソクなのか，きびしくそこが

邊られる中で，真にパブ弓ックな覆究翫づく弩の遵

が，歴史をき弩拓く猛撃として今嚢も鴛われている

のです。」欝このように，醗究所に離する記事は結

んでいる。講究所が憲郷の教育精禅を継承する鍵点

として難待されたことは，必然的なものであった

し，「i幾と教締を結ぶ盛ことの重要雛iもまた，当然

であった。ただ，地域と結ぶというその多様性が，

「学校中心まとな鞍広が馨をもてず不十分であった

のが惜しまれるところである。

　このあとに続く績究翫の盲義勇1こは，重！要な｛重事も

あるがここでは省酪する。この懸究瞬設立をもって，

総年代醜難を区馨ることにする。

　　　　　　　　　　　　（2§倉5隼欝醗蝦受理
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瞬　騨2墨

大学生講象の調査結果の分新も含めて．櫨

稿「安心・不安の意識講査にみる境在の子

ども・青年匪力§ある。（石懸との共筆，徳島

大学教育実践醗究紀要i茨鼓g87翫級／
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